
 

 

 

 

 

 

尼崎市立学校の臨時休業期間の延長に伴い 

オンライン学習支援システムを導入します！ 

 

１ 趣旨 

  市立学校園について、児童生徒の健康及び感染拡大防止に万全を期すため、令和２年５月３１

日（日）まで臨時休業を延長したところですが、臨時休業期間中に児童生徒が授業を十分に受け

ることができないことによって、学習に著しい遅れが生じることがないよう、主たる教材である

教科書に基づく学習プリントによる学習に加え、中学校と高等学校に対して、民間のオンライン

学習支援システム「スタディサプリ」を導入します。 

 

２ 導入するオンライン学習支援システム 

スタディサプリ 

 

３ 導入理由 

⑴ 講義ラインナップが最も充実しており、必要に応じて過去の学年における学習内容の復習や

今後の予習を、短時間で生徒自身が主体的に学習することが可能である 

 ⑵ 講義毎に確認テストが用意されており、生徒自身による理解度の確認、教員による生徒の学

習状況及び理解度の把握が可能である 

 ⑶ 兵庫県立学校が導入している民間のオンライン学習支援システムとの整合を図る 

  

 以上のことを踏まえ、現在教員が作成し配布している学習プリントにおけるつまずきを解消し、

今後再開される学校での授業について、オンライン学習支援システムを活用して知識・技能面を

補うなどの相乗効果を狙い、臨時休業に伴う自学自習環境の充実、履修カリキュラムの遅れの挽

回、生徒や保護者の不安感の解消という観点から、受験を控える中学校及び高等学校に対して、

スタディサプリを導入します。 

 

 ４ 対象 

⑴ 市立中学校（成良中学校琴城分校を除く）の 1 年生から 3 年生 9,442 人 

   （令和 2 年 4 月 9 日現在の在籍者数） 

 ⑵ 市立全日制高等学校の 1 年生から 3 年生 2,014 人 

（令和 2 年 4 月 1 日現在の在籍者数） 

 

５ 導入期間 

  手続完了日から令和 3 年 3 月 31 日まで 

 

 

令和２年５月７日 

所 属 教育委員会事務局 学び支援課 

所属長 桐山 勉 

電 話 06－6494－3155 



 

６ 事業費 

  54,561 千円 

 

７ 今後のスケジュール（予定） 

⑴ 5/11～ 教員・生徒のアカウント割り振り 

 ⑵ 5/14～ 生徒へのアカウント配布 

 ⑶ 生徒がアカウント・パスワード入力後、正式利用開始 

以 上 



尼崎市立学校園臨時休業延⾧に伴う学習保障について

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、尼崎市立学校園を令和2年5月31日まで臨時休業とすることに伴い児童
生徒の学習保障として次の取組を実施する。

学校 自宅

教員等が
自宅に配布

プリント

パソコン

タブレット

スマホ

クラウドサービス

プリント

教材
データ

動画

5月から新年度の学習内容を自宅において学習できるよう学習プリントを作成
し、各教員が児童生徒の自宅に配布する。学習プリントは各教科書の内容に
沿ったものとし、各学校において作成する。

① 学習プリントによる自学自習（小・中）

各学校において教員が作成した教材や動画などを配信できるようICT環境を整
備する。（クラウドストレージサービス「box」、動画配信サービス
「YouTube」等の活用）
また、教員と児童生徒が同時双方向にコミュニケーションをとることができ
るようWEB会議システム等の活用も可能にする。（WEB会議サービス
「ZOOM」等の活用）

② 教材・動画等の提供のためのICT環境の整備（小・中・高）

市立高校・中学校において生徒が自宅等で動画教材やドリルなどを活用する
ことができるオンライン学習支援システム「スタディサプリ」を導入する。

③ 民間オンライン学習支援システムの導入（中・高）

オンライン学習支援システム

自宅等においてインターネットの利用が困難な児童生徒について、感染予防
対策を講じた上で、学校等のICT機器を利用できるよう環境を整備する。

④ インターネット利用が困難な児童生徒への支援（小・中・高）

双方向
通信

自宅等においてインターネット接続が困難な
児童生徒については学校等のICT機器を利用
できるよう環境を整備

参考資料①

など



オンライン学習支援システムを活用した学習イメージ

教員作成の学習プリント

オンライン学習支援システム

つまずきのある内容の講座を視聴

確認テストによる理解度の確認
生徒の学習状況及び理解度の把握学校での授業（学校再開後にフォロー）

生徒の状況に応じた復習・予習

(例)文部科学省「幼稚園教育要領、小・中学校学習
指導要領等の改訂のポイントより」
中学校理科：
①生物の体のつくりと働き、生命の連続性などにつ
いて理解させるとともに、
②観察、実験など科学的に探究する活動を通して、
生物の多様性に気付くとともに規則性を見いだした
り表現したりする力を養い、
③科学的に探究しようとする態度や生命を尊重し、
自然環境の保全に寄与する態度を養う

①知識及び技能
②思考力、判断力、表現力等
③学びに向かう力、人間性等

①知識及び技能
のインプットや定着のために
効率的に活用

参考資料②


